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17 当科糖尿病外来における睡眠時無呼吸症候群

合併例 に つ い ての検討
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糖尿病患者 における閉塞性睡眠時無呼吸症候群

( O S A S) の 現状を推定 し, O S A S 治療が D M 治療

効果に及ぼす影響に つ い て 検討 した . 当科 D M 外

来受診中患者約 3 00 名の うち
,
い びき

, 肥満があ

り, 夜間パ ル ス オ キシ メ
ー タ検査 ( P O) に協 力

を得られた 4 0 名 ( 男性 1 5 名, 平均年齢 60 .6 歳,

B M I 2 6 .4 k g/ m
2
) を対象と した . P O にて ス ク リ

ー ニ ン グをし, O D I 2 % > 1 0/ h とな る患者 2 2 名

に 対 し , P S G の 同意 の 得 られ た 1 2 名 で は ,

A H I > 5 以上が 10 例で
,
A H I > 20 以上の 中等症

以上が 4 名認めました . 軽症以上が, 4 0
-

5 5 %
,

中等症以上が 1 0 - 1 5 % と 存在する と推定さ れ

た . A H I > 2 0/ b 以上の C P A P 適応 の 4 例 の うち,

3 例が導入されたが ,
H b A I c の 短期的な改善効果

は認めな か っ た . 血圧 コ ン トロ ー ル の改善を認め

る症例もあり, 血管病変, 腎症進行の 予防の た め ,

O S A S の合併をチ ェ ッ クする必要がある.

1 8  糖尿病性足壌疽を呈し， N A S H が疑われ，

急性肝不全で死亡した肥満 2 型糖尿病の 1 例
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症例は 6 1 歳 , 男性 . 2 0 0 2 年夏より全身倦怠感

が出現 し, 1 2 月初旬, 両側足壊痕に気付くも放置

し
,
翌年2 月 4 日に当科入院. 脳梗塞後遺症 によ

る左片麻痔, う っ 血性心不全, 腹水 ,
南下腿浮腫,

足壊痘, 壊死性筋膜炎を認め, 速効型イ ン ス リ ン ,

サリ ナ ス タ チ ン , PIP C , リボ P G E l 投与を開始 .

第 2 病 日より, 全身の筋痛を訴え, 傾眠傾向, 黄

痘が出現増悪し, 第 9 病日に急性肝不全の た めに

死亡 . 肝不全の 原 因として
,
飲酒歴 なく , ⅢB V

( - ) , H B C (
- ) で あり, B M I 3 9 (k g / m

2) と肥

満 2 型糖尿病 ･ 高 コ レス テ ロ
ー ル血症 があ っ た こ

と か ら
,
非 ア ル コ ー ル 性脂肪肝炎 ( N A S H) の 合

併も疑われた . A u t o p s y によ る肝組織所見 で は ,

長期にわた っ た高度の 脂肪肝とう っ 血肝を認めた

が
,
肝硬変は認め られなか っ た . 本邦で の 肥満 2

型糖尿病患者の 増加に伴っ て , 脂肪肝 に N A S H が

潜在 し , 糖尿病性大血管症の 合併 を元 に, 足壊

痘 ･ 壊死性筋膜炎が誘因となり,
急性肝不全を招

く場合もある ことを報告した .
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